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『毎日新聞』1978年1月16日
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と
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な
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現
代
の
「
則
夫
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し
て
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杭
勿
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似
るつ
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し
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が
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利

点

に

め

っ

た

時

カ
の
お
い
中同
研
%の
州
入
学
者、
－
m
で、
校
女はへ一，日
の
訟山な
ど
予

中聞
の
州
人
間
山に
つ
い
て
引い
く
た
想
レ
に
ち
はず
も
な
かっ
た。

め、
イ
ン
タ
ビュ
’ー
な
一中
レ
入
れ

て、
千
陪相
互
の
こ
り
会
リ訪
問
会

をゆり
の
に
し
てい
る。
イ
ン
タ
ビュ

夫
り
毛主
m川
がニ
ド
ガ
！・
ス
ノ
慣
れ
に
出
版
の
町内！jJん
任
問
め
さ
せ
る
わ
も
の
を
ね
ら
わ
ず、
あ
く
まで
も

ー
に
よっ
てん日
山
川
に
日
介
ぢ
れ
た
針
山
と
なっ
た
と
い
う。

w
史
と
して
行
こ
う
と
れ
前
ずる
あ

よ
う
に、
伏次
も
女
m
m到山本
で
も

今
日、
江川川
入人
に
は、
公私
に
な
り、
叙
泌
が
拘
丸
山に
ナ
ぎ
た

あ
る
ウィ
トケ
山川
市町一
に、
次
と
し
て
わ
たっ
て
あ
ら
ゆ
る
亦
隊、
双
山市
が
り、
総
附
叫んっ
た
りレて
い
るQ
し

のい氾
いだ
ら
と
F
じ
み、
部命へ
の

あ
ひ
ぜ
られ
てい
る
が、
AIく
抗
か
が
し、
従
来
の
江
山いいが一
石に
X

MM机’月・
打ι，
別
り、
と
れを
広
く
世
の
間
会
が
tゾ
えら
れ
て
い
ない。
依
献
や
保
山に
以
づ
さパん一（必
位
に
之

弊に
知
らせ
て
も
らい
たい
との
街
女に
も
伏
広
の
い
い
分
が
あ
る
こ
と
しい
の
に
対
し、
託
行
夫
人
自
身
が

引
に
か
られ
た
よ
っ
だ。
と
の
hrて
乞」
の
伝
記は
小
し
て
い
る。
もっ
溜っ
た
とい
う
点
円仔
で
も、
閉山
市X

は、
毛仁
川
の
川崎
り
合
引い、

出版
と
も
公
むの一
．川
とレ
て、
白
己
佼
災
資
料
と
しての
m
M
は尚
い。
女
の

に
む
中
比
ず
る
よ
う
圧
力がれ岬刊に
と
m
A刊の
むい
い川
は
品
ら
な
い、
と
自
を
巡
し
て
民、
町、
が
ボ
役
のユ－一

加
え
ら
れ
た
が、
こ
の
こ
と
が
逆
に
い
っ
欠
一同が
あ
る。
まに
げ
が引
が
さ
1
ク
な
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中
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部品
外
史」
とい
う

べきであるう 。
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カ
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細
菌
で
は
こ
の一
年、
文
章
Z

U財
産
の
停
滞
や
政
爵
豪
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媛
大
級

ロ守
の
慈
ば（
潟）
を
伴っ
て
「
四
人
組」

年
の
露出
福
ぜ
ら
れ
て
きた。
「
四
人

目別
組」
の
極
織
な政
治
主義
ゃ、その
草

山
命

襲
撃

露陰
謀
（
特
に
毛主

同
席
に
死
が迫っ
た
時
期）
に
ま
で
密度

噺
し
奈
索、

筆
者
に
とっ
τ
つ
ん

琉
ざ
幻
す
る
も
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で
あつ
を
ろ
う
乙
と

『
ぽ

容易に
想
像
がつ
え
そ
れ
に
し
て

も
わ
れわ
れ
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あま
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に
も
事
実
を

知
ら
さ
れ
て
い
な
い。
林
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夫
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一
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穫
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原
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を
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な
ど
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事
契
か
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か判
断
す
る
すべ
は

何
も
な
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一
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築

一
し
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み
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ワィ
ト
ケ
に
よ
る
江
青
夫
人

E
か
ら
の
関
全巻
きの
記
録
は、
ζ
の
意

一
味
で干
一般
の
資
制柑
で
あ
る
と
と
もに、

一
激
動
の
現
代
史
を
精
いっ
ぱ
い
に
洋一
き

た一
人
の
女
の
す
さま
じ
い
ま
で
の
ド

ラマ
に
なっ
て
い
る。

タイ
ト
ケ
が中
国
革
命
に
お
け
る
女

性
の
地
位・
役
割
を
研
究
す
る
自
的
で

一
九
七一一
年
に
盤中
し
た
と
き、
江
育

は
彼女
と
と
もに
何
日
か
を
過ご
し、

生
い
立
ち
か
ら現
在ま
で
を
物
語
つ

� ＇ I聞 き書主主お級制 IU� � iii ι 欝語講盤機__J i;1 n §i里会�i��量i！富��i￥ ；問内r軍事（ii�hii当百持続開臨時 ；�Uh;U·HHi 
； � i h!Uuh ＇��hu�i 2U!I！� HHHI 



ど論及されていない． とれちの緒点は， 日本型金融資本

としての財閥資本の特質を検討する際lζ欠〈ととのでき

ないと乙ろであろう． また， 日本資本主義のなかでの構

造的地位や資本輸出と財閥資本との関連のあり方等の検

討も不可欠の課題として残されている．

ともあれ， 望豊富な学問的蓄積の上11:立って， 特定資本

の分析にとどまらず主要財閥総体を検討し， 日本の財閥

資本の特費者P追求した本書は， われわれ後学にとって広

い知識と視野を与えてくれる． （山村殴夫）

；�；量二2会議r江 育』

パシフィカ， 四六判，上 77年8月，390頁. 1400円
下 77年11月，268+16頁，1400円

1972年の夏， 中撃人民共和国の誕生以来，（おそらく）

初めての出来事が始まった． 中国共産党の最高指導部内

の一人が， 自己の経歴を外国人11:親しく諮りだしたので

ある． その人とは， 当時， 中共中央政治局員で中闘の文

化・芸術きちに思想など「意識形惣をふくむ上部構造」

全銭にわたる最高指導者， 権勢並ぶ者ーなき毛沢東夫人，

江育であった． との時， 毛沢東の合法的後継者林彪を打

倒し， 後継者争いの賞受も有力なー貝（少なくともそのグ

ループの飯高指導者）となった江育の脳揮には， その夫

毛沢東がかつて30年代l乙エドガー・ スノーに会い，「中

国の赤い星Jとして－m11t界にその存在を知られるに至

った， あの例人的会見記が惣起きれていたであろう． ス

ノーとの会見では， 毛沢東は単11:彼例人のti'.:命への歩み

だけでなく， いわばrj:I図革命全体の置かれている状況や

『歴史学研究』1978年4月（No.455)

な諸現象とその.，とひそむ本質的なもの等々， 江育とい

う題材を遇して中国という巨大な像を解明しようとする

著者の意欲はすさまじい． しかし貴重近のアメリカの中国

研究の一般的傾向がそうであったように， ウィトケもま

たかの「プロレタリア文化大革命」とそこかち上昇して

きた 「ヘリコプター幹部」の性格や役割について過大な

評価を下していたとみられる． そとから会見記そのもの

の執筆（および会見に臨む著者の心構え）と， それを公

表する時点での心情はかなり喰い退った戸惑いが見られ

る． 革命家として だけで なく， 当代中国の最高の文化

人・知識人としての， さらにその上！と女性としてとつけ

加えるべきだろう， 江脅への共！惑・信頼が全〈崩れ去ら

ないまでも， 一抹の哀惜と同情の色合いの漢いものへと

傾斜しているのもやかをえない． ウィトケのはたしたス

ノーにも比定しうべき歴史的貢献が大きければ大きいほ

ど， 著者の江宵への哀惜の念は高まり， 本容はもはや惰

力の地位11:は戻りえぬ「放J江背のモニュメント的意味

を埼すであろう． だが， それは問II寺！と， 中悶内外の人々

によって中国の政治惰力・文化・思:m ・ 芸術等全般にわ

たる活きた緒現象の解明の手がかりとなりつづけるだろ

う． 中国人にとっては二度ととのような人物が生まれな

いためにも， また外国人にとってはそうした人物への誤

った評価を二度と生み出さないためにも． （姫国光義）

＇＂・・，，11111’1111111111111111111111111111111111・H・＂＇””111111111111’＂・ltllltltl’111111111111111111111・＇＂’lllllttllllllllllllllll

長面高三．袋井信設訳「民依問題ノートJ

大月書店， 1977年5月刊， 凶六判， 380頁. 3500円

展望などを． 中共）°lの代表者として全限界にむけて披型軽 本書はレーニンが民族問題を研究する過程で書き残し

したのであった． そうして今度は江宵失入が， 個人的な たノート類や民族問題に関する講演の要旨などから成つ

回想・革命観の 披務という形を とりながら， 乙の段階 ている． 邦訳『レーニン全集』IC収録されている部分も

(70年代初め）の 中国の政治・文化・思f現状況や それら あるが， 大部分ははじめて邦訳されるものである． ノー

の展望を諮っているのであるが， そこでは 当 然， 己れを ト類であるから体系的な民族理論の展開を期待しうるも

かつての毛に比定しつつ中国を代表して世界1i:3gりかけ のではもちろんないが， 』それだけに逆11:， レーニンの民

るのだという強烈な窓殺が働いていたであろうζとは， 族問題認織の発展過程を如実11:示す箇所を見出すことも

本のはしはしによ〈現われている． できる． 二， 三の例をあげよう. 1913年ぐらいまでのレ

もっとも乙の点は江育自身だけでなく本書の筆者ウィ ーニンの民族理論においては， 縞民地諸民族の問題は十

トケ11:もみられる意識である． ウィトケは， おそらく今 分11:は視野に入れられていなかったが， 第一次大慨を契

後もありえないであろうような乙の稀有の繍会を見事に 機とする帝国主義認識の発震にともなって， 筒民地の問

活かした. �ャーナリストではなく， ー歴史研究者とし 題が帝国主義段階における民族問題として明確に位置づ

ての探究心と誇りが， 本舎を単なる会見の報告に終らせ けられるようになった． それをよく示している論文は全

ない分析的思索的なものに仕立てあげようという欲求へ 集では「革命的プロレタリアートと民族自決拘置jである

と彼女を駆りたてた． 歴史と現実， 個人と全体， 具体的 ・が， 本・では. ..演「帝国主積と民族自決梅」（梗慨〉

-&3-
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の
一

語
で
片
づ
け
た
と
い
う 。

若
い
頃

か
ら
劇
場
は
「
一

等
航
に
坐
る
の
が
好

み
」

で
あ
り 、

「
金
持
ち
向
け
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
と
い
う

趣
味」

の
持
ち
主
で
あ
る
と
得
々
と
し
て
語
J

た
と
い
う 。

一

週
間
六
十
時
間
に
及
ん

だ
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

を
江
背
は
ず
っ
と
ド

ν
九
姿
で
通
し
た 。

「
私
九
カ
l
ト

好

き
ょ
。」

と
言
い

、
外
同
人
以
外
オ
フ
・
リ

ミ
ッ
ト

の
店
「
友
潟
市川
店
」

か
ら
入
手

し
て
い
る
と
平
然
と
話
っ
た
の
に
著
者

は
続
く 。

江
背
は
ま
た
外
国
映
画
の
え

レ
ク
シ
ヨ
ン
に
夢
中
に
な
っ
て
お
り 、

特
に
お
気
に
入
り
の
HF
レ
タ
・
ガ
ル
ポ

主
淡
の
「
ク
リ
ス
チ
ナ
女
王
」
の
フ
ィ

ル
ム
を
わ
ざ
わ
ざ
飛
行
機
で
北
京
か
ら

会
見
場
の
広
州
ま
で
迎
ば
せ
て
鋭
せ
た

と
い
う 。

こ
の
映
画
の
終
わ
り
が
恋
と

権
力
の
こ
つ
を
失
う
女
王
の
物
訴
り
で

あ
る
こ
と
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か 。

会
見

中
江
背
の
問
聞
に
は
砂川
に
「
ジ
ャ
ス
ミ

ン
と
白
砲
の
寄
り

」

が
前 一
く

漂
っ
て
い

た
そ
う
だ 。

そ
の
江
す
が
「
性
は
赦
初

の
う
ち
こ
そ
魅
力
的
で
す
が 、

長
期
に

わ
た
っ
て
関
心
を
維
持
す
る
も
の
は
権

力
で
す」

と
語
り 、

別
れ
に
際
し
「
私

の
M削
減
は
革
命
の
指
訴
で
す」

と
述
べ

て
手
を
差
し
出
し
た
と
ウ
ィ
ト
ケ
は
述

懐
し
て
い
る 。

ウ
ィ
ト
ケ
は
歴
史
家
だ
か
ら
祭
休
は

堅
い
が 、

江
背
の
語
っ
た
こ
と
を
そ
の

ま
ま
紹
介
し
て
い
る
と
思
う 。

全
体
を

通
じ
こ
と
さ
ら
誉
め
も
け
な
し
も
し
な

い
態
度
が
銃
わ
れ
る 。

こ
の
こ
と
と
関

述
し
本
舎
に
は
誇
張
と
隠
ぺ
い
が
あ

る 。

そ
れ
は
ウ
ィ
ト
ケ
の
責
任
で
は
な

く 、

江
育
が
自
分
に
都
合
の
よ
い
こ
と

は
大
袈
裟
に
話
り 、

都
合
の
思
い
こ
と

は
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る 。

誇
張
の
好
例
は
一

九
三
七
年
に
延
安
に

来
る
ま
で
の
江
背
の
党
活
動
で
あ
り 、

陰
ぺ
い
の
最
た
る
も
の
は
同
時
期
の
性

の
遍
歴
で
あ
る 。

ウ
ィ
ト
ケ
『
江
青』

の
こ
れ
ら
の
欠

陥
を
補
っ
て
く
れ
る
の
は 、

ラ
ウ
・

ル

ウ
ン
氏
の
『
江
背
外
伝』
ハ
新
国
民
社
発

行〉

で
あ
る 。

ヲ
ウ
・
ル
ウ
ン
と
は
い

か
な
る
人
物
か
説
明
が
な
い
の
で
分
か

ら
な
い

。

ま
た
こ
の
木
は
義
娘
李
倣
を

江
背
の
子
供
と
し
て
取
扱
う
な
ど
誤
り

も
あ
る 。

し
か
し 、

貴
重
な
写
真
を
使

、

用
し
て
の
若
か
り
し
江
背
の
紹
介
は 、

物
語
り

風
の
慾
体
と
合
わ
せ
て
読
者
を

飽
か
し
め
な
い

。

江
占有
が
ウ
ィ
ト
ケ
に

多
く
を
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た 、

紅
衛

兵
を
リ
モ
コ
ン
し
て
の
劉
少
奇
夫
人
王

光
明
の
つ
る
し
上
げ
劇
の
抗
写
も
紡
紋

を
極
め 、

内
実
は
江
背
の
す
さ
ま
じ
い

復
し
ゅ
う

劇
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る 。

本
書
が
親
中
国
の
立
場
の
本
で
な
い
こ

と
は
明
白
で
あ
る
が 、

保
身
に
焦
る
四

人
組
が
ク
ー

デ
タ
ー

に
訴
え 、

華
悶
鋒

を
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
終
草
は
迫
真
力

が
あ
り 、

十
一

全
大
会
の
公
式
報
告
を

補
っ
て
く
れ
る
の
は
皮
肉
で
あ
る 。

今
や
江
背
は
完
全
に
過
去
の
人
物
と

な
っ
た 。

し
か
し 、

現
代
中
閣
の
研
究

か
ら
江
背
を
省
く

わ
け
に
は
い

か
な

い
。

最
初
に
し
て
最
後
と
な
っ
た
江
背

イ
ン
タ
ヴ
ュ
l 、

ウ
ィ
ト

ケ
箸『
江
背』

は
た
と
え
欠
陥
が
あ
ろ
う
と
も
公
丞
な

文
献
で
あ
る 。
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本
省
は

す
で
に

『
タ
イ
ム
』

誌
に

そ
の

要
約
が

掲

飲
さ
れ

、

わ
が

国
で

も

『
朝
日

新
聞
』

・

『
週
刊
朝
日
』

が

そ
の
一

部
を

紹
介
し
て

話

題
を
よ

ん

だ
ロ

ク

サ

l
ヌ

・

ウ
ィ

ト
ケ

著

『
江

育
』

の

全

訳
で

あ
る
。

今
日
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
、

中

国
の

政

治
的

情
況
は

き
わ
め
て

不

透
明

な

も
の

で

あ
る

。

し
か

し 、

革
命
の
ベ

ー
ル

に
つ

つ

ま
れ
た
そ
の

奥
深
い

政

治
の

世

界
に

お
い
て

は
、

ま
さ
に

惨
絶
な
る

闘
い

の

ド
ラ
マ

と
、

赤
裸

々

な
人

間

紋

様
が

展

開
さ
れ
て
い

る
こ

と
は

事

実
で

あ

ろ
う
。

抜

毛

沢
東

の

殺
愛
の

妥
と
し
て

革命
の

地
・

延

安
に

咲
い

た
一

一輸
の

撃 、

江

揖H
が

文

化
大

革
命
に
よ
っ

て
一

隠
政
治
の

表
舞

台
に

佐
助
し
た
か

と

思
う
と 、

今

度
は
一

転
し
て

段
大
阪
の

屈
熔
と

汚
名
を

浴
び

な
が

ら

闘
い

の

渦
の

な
か

に

消
え
て
い

く
。

そ
う
し
た

食
う
か

食
わ
れ

る
か
の

間

争
の

過
釈
を

「
一

人
の

女
と
し
て

、

革
命

家
と
し
て

引
い
っ

ぱ
い

背
の

び

し
て

生

き
よ

う
と

し
た
」

江

尚
女

史
に

と
っ

て

本
惑
は

ま
さ
に

肉

己
主

張
の

官庁
で

あ

り 、

ま

た
、

政

変

後
の

今
と

な
っ

て

は

逆
に

弁
明
の

稽
で

も

あ
る

。

さ

ら
に

本

山
は

、

中
国

革
命
の
い

ま
だ

知
ら
れ

ざ
る
部

分
に
つ

い
て

、

江

背
n

身
の

口

か

ら

初
め
て

明
ら
か

に

さ
れ
た

箇
所
を

も

合
み

、

き
わ
め

て

お
い

資
料

的

価

値
を

有
し
て
い

る
。

た
だ

し

読
者
と
し
て

は
、

ア

メ

リ
カ

の

女

流

中
凶

研

究
者
で

あ
る

筆

者
の

禁
欲

的
記

録
作

業
の

試
み

と
は

裏

腹

口u
江

青』（
上・
下）

ロクサ！ヌ・ウィトケ著

中嶋
嶺雄・
宇佐美滋訳

に
、

簸
者
向

身
の

江

脊
へ

の

強

度
の

共

感
が

文
な
の
い

た

る
と
こ

ろ
散

見

さ
れ

る
の

を

痛

感
さ
れ

る
か

も
し
れ

な
い

。

そ
う
し
た

問
題
を

も

含
め

た

本

磁
の

意
味
に
つ

い
て

は
、

翻
訳
に

あ
た
っ

た

中

総
徹
雄
氏
が

見

事
な

解

説
を

加
え
て
い
っ

そ
う

興

味

深
い

も
の
に

し
て
い

る
。

と

も
あ
れ

本
訟
は

、

江

膏
の

よ

う
な
H

悲

劇デ

の
ヒ
ロ

イ
ン

を

生
み

出

す

中
川酬
の

政

治
風
土
の

爽

相
を

明

暗
と

も
に

鍬
き
出
し
た

食
重
な

寵
震
の

記
且酷
で

あ
り
、

た

ん
に

中
国

研

究
者
の

み

な
ら

ず 、

よ

り

多
く
の

人
び
と

に

読
ま
れ
て

よ
い

本
の

ひ

と
つ

と
い

え
る
だ

ろ
う
。

定
価

発行所
上
・

下

巻
と

も
一

回

OO
門

パ

シ

フ
ィ

カ

千

代
田

区
三

崎
町
一

ー
三

！
一
一
一
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固
とのへんかi
訟に「役人hm
m
出して
はしいもωである 。

日・刊の政公」からり脱刈に、一沙を（評論家）

月一
ESEqhhh主主主宅hhhgtss司hhkSEs－－－

前一
千九一u七十五年税 、
持
警
が
か
でき
な
い
。

高
と
は

査
の
室

市

一

小
川
に
行
っ
た
附、

彼
女
は
何
伎
と
な

を
つ
け、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
ぴ、

観

叩ふ
く、

刷市
を前に
す
る時、
そ
の状況
に酔

nMM回目人一
円六
の半ばは女
が玄げんる」
い、劇中の
人物
に
なり3Q
人凶
で

諮問
・

一と
いうわ川討を凶かされ
た 。そ
れ

ある
。

情
一
一

は

引憾
の状況と
し
て
は、
長の幼
女
と
レ
て
の
器、貧
し
かっ
た
少

一
一

におい
て 、男女
の必
によっ
て労働
女時代、御台人
と
し
て
不適
な生

この川側をかえd心べき
ではない、
と
活 、そ
れ
ら
は不明同
的
に
は払怨
で
あ

・一
か、
文
性
も
法
た、
傑
大な
社
会
を起
ろ
う
が、
こ
れ
を政
治
的
な
テ
lマ
と

一叫
するため
に、男
性
とMHU献身
がし
て争
い 、敵を倒レ、報似
し
て
ゆ

ニ必Mh仙の
だ、と
い
っ
た
こ
とを強調
く時

、
それ
は公慣にかわ
る。幼女

ょするために
皆れにという。
のこ ，Q
E
は

誌
と

肺門出
す
る。

一
一

しか
し州出
し
てから、この
こ
と

また女悦
となっ
て
も、劇団
の関係

・
一任以
火と必レ
あっ
て
い
くう
ちに 、
名 、併治家
たち
に、苦い印刷
い
を
さ

ニ払はこ
の
こと
に 、二つ
の方向
が附
せら
れ
る
こ
とも多か
った。
そし

一
一
一恋心れ
ているよ
うな試
が

レた。
て縦均を目的
っ
て
から、彼女
はそ

一
一
つ
は
先氾
凶
に
お
け
る
と
M
U、

れ
に
似
別け
す
る。
土
地
Mm
政
闘
争
に
の一
利
に
な
る、
と
彼
女が
俗
ず
る、

す
が、
男
た
ち
は
孫
餓
で
賂憾に
ふ
け

ニワlマ
ンリブ
で
あ
る。
出来、中凶名前
を
か
くし
て診加
レ、母親を
感
悩的必然悦
が
あ
る。
り、ぶらぶ
ら

LE眼
つぶレをし
て、

一

の女性
は家脳内
ではね
然た
る力
で

安に
し
た？
地主
の日以
で
あ
る

彼女の恨み
mvっち 、
女慢
と
し
て
いっ8
い
の仕
出引を州
人
に抑
レつ
け

日一
は
あ
っ

たが、
社
会

的月九
は
ゼ
ロ
に
等

「
泌
総

地主」
ど
も
を
人
民

総判
に
か

の、
数
討
をMA
け
な
か
っ
た
こ
と
へ

て
い
さ
ま
し
た。
彼
ら
は、
家
に
帰
る

一

一

レかっ
た 。
し
か
し

受
の
器
請
け
て処刑す
る。
また
前
伝
説
の、ある
いは
長
とレ
て

官
めら
ように呼ぴに
を納入
定
さ
か
い

ニ

以山市、

命
が
け
で
凶
’
♂
の
坊
に
池
山
す

争
に
お
い
て 、

彼
女
の
旧
紋
た
ち
を 、

れ
た
少
女
時
代
の
恨
み
は 、

文
化
大
払

な
く
の
の
レ
り 、

た
た
き
ま
レ
た
。

そ

一

ゐ
京
チ
大
生
や

、

宋
姉
妹
に
代
災
さ
れ

一人
一
人 、

失
脚
さ
せ
て
ゆ
く 。

淡
劇

命
の
過
程
の
中
で
は
ら
す
こ
と
が
で
き

れ
で
も
附
人
た
ち
は
耕
す
こ
と
は
許
さ

－一ゐような、巾
国人松
叫刊の人削的な
は彼女の噂門と見てよいから、事た。
実権派の追求、良家に育ち、
れませんでした。（中略）（今で

一
一
則行

室、
近
代
的
な
教
護
に
よ
っ
て

懇
2
4

3

4
3J
1
M
謹

yut出 －ザ～ ，均一～J2訪日一～
識調

片
山
同
時
国
陪
l
E
b
札
K
5
も
な

門

護
殺
さいλ
Y

11
1111
1
1
1
11
1J
111A

4

米
機
議談
獲
議工
す

…一
M
M
間M
M

い
中
国
を
感
じ
る
い

機
騒
磯
越

司

1

l
a
’I
li

－
－J
白・

4HHH
ぐ。
滑
川
白JVJム抗

出一vdr割前鵠瓶

一一舎に。
お点、
川
説、
剣少筒、

一44
myJ
伊
勢
、J1J
1
〆

－一
能らの六人が、
名のみにせよ、

日「
江
青」
を
読
ん
で
H
主

総：ゃL
7仁川
必
V
1

斗
代
的

討
の
中
に
名

重
ね
る
な
ら、

和問

惑

を
繋加
に
おれし
ぶ・
慣
がよ

一

れ
分
ら
も 、

児
と
げ
沼
荻
べ

て
し
か
る

の
日比
ル
は
別
と
レ
て 、

こ
れ
に
か
か
わ

高
い
教
裁
を
受
け
た
劉
少
市
夫
人
・

玉

も）
出
れ
た
聞
も
い
ろ
い
ろ
と
残
っ

て

一ペ
港 、
と川氏
の女
た
ち
が思
っ

て

ゑ
然が
き。し
か
レ、
彼女
は段
差霊
祭
に
つ
る
し
あげさせた
います」

一一も
洋州
な
の
で
ある。
そ
れ
は

旬γ年
村
の
人民裁判に参加す
る必援
が挺
こ
と、演劇
を中心
とする奈川部内
とうい
う江古
の尋問
は 、
主主席

一にわたる川の淀川中と品目待に対するたしであったものだろうか。いずの取引穴トお検山擦をMmり、認にそと紡一則する山町、胃袋その他の同

一一糾
以で
あQ υ

れ
に
せよ、
こ
ういう
こ
と
を、
私
の
わ
な
い者
を失脚させた
こ
と、
すベ
♂掛か
ら、一切、政治団に出レやは

－
一

も
う
一
つ
は
江
符
の
自
白
が
あ
り’
て

う
ら
み
を
は
ら
す 、

と
な
ぷ
し
て

宍口

て
は
毛
沢
東
忠

伺乏
い
う

大義
名
分
の

ら
な
い
と
約
泌
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
話

－一
つにυ天
とい
う行採
に
は中凶
の伝
できる
人
は余犯
の大人物
で
あ
る。
下
に、

宍行する
こ
と
が
で
き
た。そ
号以い出
させ
る。
女
をな
い
が
しろ

－
一

例
的

GM
味
が

ある。
も
し
毛
沢
東
が

し
か
し
伐

広は、
こ
れ
ら
の
こ
と
を、

し

て以
後
に、

残
っ
た
の
が、

女
と
し

に
し
℃、
ム
ダ
認
を
レ
て
い
た
の
は、

一六命によ
っ
て中闘
の解放者
たるべ
毛沢一以約料
の災現
の
た
めにやョ
て

の似み
で
あ
ったよつ
に、私に
は

宍似派
や悶首相
そ
の他6
mども
で

－
一くうまれ
た
のな
ら
ば、そ
し
て現代
た、
と日じ
て
い
るの
で

ある 。つま
思えるω
であ
る。そ
し
て

なれ
の地
はなか
っ

た
だろうか 。

一

の小川
一抗
－Kが
平
等
に
新
凶

器譲
り、
主
鋭
的
に
は
仕
泌
し
で
な
く
正
広
位
の

兆一お
刈
い
米
同
の、
ウ
ーマ
ン

た
だ、
江
尚
が
自
分
の
伝
記
作者
と

一
ω
川
以
を
に
な
うも
ω
F
ず
れ
ば、
毛

を付っ
た
の
で
あ
り、
彼
μ
の行
動
は
リ
ブ一
出向
に
附
心
ω
あ
る
ウィ
ト
ケ
京
し
て、
外
凶、
そ
れ
も、
ある
附刷、
中

一一
小山中山
ω
必
もい八
命
ω
半
ば
を
一六
と
共
に

野
心
で
なく
使
命
な
の
だ。

史
に、

彼
女
が
総
仙
の
は
け
口
を
見
山

附
ω
紋
大
の
敵
で
あ
っ
た
は
ず
の
米
国

－
一つりに
と河川唱えられよっ。老い
た毛
い
ずれ
に也よ、毛沢川県なさ後、しでも不思FA
で
は
ない。彼女
と
の

の女性を泌ん
だ
こと
が

手県払
で
あ

一一川
以
小山市ω
名
代
と
レ
て、
ま
に、
そ
自
分
が火
の世間
をつ
い
で、
巾
凶
八
山地
初
対
山の
叫
に、
「
私
の
政
治
的
な
お
る
が、
そ
れ
と同
じ
不
自
然
さ
が
彼
女

－一
の
川
悦
は
伎

と以
に
夫
人川
を
受
け

たM

の
人
民
の
咽押
さ
子
と
な
る
こ
と
は、
食

さ
そ
水
泌
に
保
ち
た
い」
と
江
討
は一
日

の
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ボ
へ
の

償制
に
見
ら

一

ぶとし1、
依
存は
使
命
中台
巡
行す
る
民
山
川河
の
女
性
で
あ
り、
教
誕
あ
る
引
っ
た
と
い
う。
女
と
レて
の
肉
体
の
お
れ
る。
相
会
か
ら
見
事
に
引
返
し
た
の

一
一品川叫があ心かも
し
れ
ない。

性
の党ぬたち
から長年に
わた
っ
て

容
を川刊にし
ない
と
いった
湾初
で有名
な
こ
の女優に会っ
たら、ょ

一

私
は
江川
H

の肝
心
で
な
く 、

白
鈎
と

無
税
芯
れ
て
き
た
彼
女
に
と
っ

て 、

悩

に 、

先
紅
側
の
リ
プ
加出
動
家
に
通
ず
る

ろ
レ
く
伝－
え
1
く
れ 、

と
い

うあ
た
り

古いらそれは彼

女出会
恋
人
的勝利、彼ら
へ

のね
別で
あるり
おか
き。

は御
装
だが、私に
と
っ
て
は、江

一
一
役
似
め
る

ほど
μ
己
に
き
び
し
い
人
間

み
な
ら
ず、

彼
女
と

日目

を川
じ
く
す

「
一

九ム
二
年
に、

私
（
江
古）

が
明日
が
ガ
ル
ボ
の
フ
ィ
ル
ム
を
持
っ
て
い

ずは
は
い
と似つか
宅あ
る

ぷ
？白
紙の
在、
催公民 、
信ω
土地政
お第二
回
の工作
の
ため
る
こ
と
が

罪
で
あった。何度
良

一
がへ
店内俗的になればピエロレ
ろくに
認にも
存なかった間紋
に別の地方に行ったときのことで
返レ、
l占然、
彼
女Eりため

品

ぷち2義み番
クロイワ・カズ
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あ
る
い
は粉此山、
クレオパ
ト
ラ、

則
一大
成
后
の
よ
う
な
ぼ
史
的
な
大

女性

会同
分
を
収べ
て
も
ヨ
然で
あ
る0
川市

実、

彼
女
は
除
史
的
な
女
性
で
あ
る

う。
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ただ、
それは彼女
の天分による

のではない。
シュテアァン・ツバ

イ
ク
は、セ
ント
・へレ
ナ
の
ナポ
レ

オ
ンゃ、際カを失ったベl
トlプ

ェ
ン
の忠則
を、
マ
リl
・ア
ントワ

ネットの法制
と対出
レ
て
い
る。
一

方
は
才
飽
あ
る
人
間
が、
そ
の
場
ぞ今

わ
れ
た
広
州
で
あ
り、

仙沼一万
は
腿
史
的

な
佼
刈
り
を
拠
た
さ
以
け
れ
ば
は
ら
な

くなっ
た凡
人
の悲別
で
あ
る。文

化
大
革
命
で
の伐
女
の
お
蹴
と、

夫

の%
の
刊
後
に
必
れ
た 、

そ
の
則
的

な
矢
脚
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
栄
光
や
屈
指

で
は忽
く、マ
リl・アントワネ
ッ

に
ll
mv手され
た
ために、例
だ
ら

ト
の返
り
と泌削
に混ず
る
も
の
で
あ

け
で、セ
リフ
も附き
と
れ
な
い代物
る。
た
とえ判米以友やそ
の名声
が

であり心 。

復活す
る
こ
とがある
に
し
て
も 、

そ

しかもガ
ルボ
の泌
ず
るス
ウェ
l
れ
は
何
らか
の勢刀
がため
にす
る政

デ
ン
が止
ク
リ
ス
チ
ナが
泌
も総
力
も
策
で
あ
ろ
う。
部
命
引か
と
して
倫
大
で

火
い、船
のへ
『ゑ」
に立っ
て、「定
あ
り、
政治家
と
し
て知俗
だ
っ

たも

か
な
ら
ぬ
ボ来
を
猟
々

しく見
やっ
て
沢東
とい
う
人
物
ω、
マ
イ
ナ
ス
商
の

いるシi
ン」
を見
な
が
ら涙
を流す
一っ
と
レ
て、伐女
の伊在
F扇
動が

江河
は、
ク
リ
スチナ
と自己
を同
一

殴史的に
は残るり
で
は
な
い
か
と、

視
し
て
い
る
と
はいえない
にし
て
私
は
汚え
ているο

も、

そ
b
正
月
は
住
き
ア
民
凶

暁
炉
1
1ι～
れ

じしr
L、

こ
り

広汚ない体

～ある舟江川回っ
てよかろう 。

慣的に
は
チェlホフ
の「可愛
い

つまり彼
女はメロド
ラマチ
ック
女」
にすざな
い江川川ω凶
の色
を、

な
一

人

の女にすぎ
なか
った
と慰
問
をあけ一
てうか
がうよう
に
なる所

ぅ。メロドラマチ
ッ
ク
と
いう
こ
と

に、今日
の中国的体同ωひ泌
さ
が

を、私
は何戊的
に言っ
て
い
るので
あ
る。
た
とえば、中凶の科学院々

はない。何故以
ら、彼女
の
人生
は

長
で

高名
な文学者
で
も
あ
る川制球活

まる
で、メロド
ラマそ
の
も
の
で

が、
彼女
の
一段時代に、

あり 、ほか
の凡百
の女性
は
と
もか
「般変す
る
江
一向同志、あ
な
た
は

く
とし
て、
江沿
はメロド
ラマ
を説
われわれ
が
な
らうべ
き手本
で
す 。

災的なド
ラマ
と
し
て受
けと
る
こ
と

あな
た
は知的臥
の毛沢東思制却
を創造

がきHQ o貧
しい家
に生まれ、父
に

的
に学凶レ、適附
するω
に後
れ
て

点持さ
れ、ほ
と共
に

凶浪
K短
い
ます」

が、

出削
の世界に入
る
と共
に教刊
と
たたえ
たり
に
、九 一年後、
彼女

を交付
る
チャンス
を俗 、
社会主義
が失
脚す
る
と
た
だち
に、

も知
った。

「野心
は大さ
く、除絞
は
は
な
は

明治
し
た制民地や上海
の芸能界
だ
レ 、路訓
は紅。
その岡野
は万死に

で
スター
になっ
た
。そし
て延安に
あた
い・
23」

祭れてあ訟で定者指導者という持謀議に、今日出
・毛
沢東
とい相対す
る。
そし
て革命
悶
のど
う
しょ
うも
なさ
が感
じら
れ

が成功
し
て、彼
女
は
八憾
の
人民
に
るω
である。

（作家）

閥抗
め
ら
れ
る

重点附夫
人
になった。

そ
れ
と
共
に、
かつ
て
は
聖
書
え
「
1
1

1111
1
1111J

なかコたよう
な

中聞か世界
の強国
一『江菅』上

・下

に
な
る。

一

ロ
ク
サ
l
ヌ・
ワィ
ト
ケ
蒋一

た
か
が岬ゆと
時
代
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
一

巾
肘

傍
浮
誠
一

一

宇佐災
滋司自

で、ちょっ
とした金
を
かせいだだ四
国

一町

－
A
側
パ
シ
フ
ィ
カ
刊
・

『

け
で、開己
の能力にうぬぼ
れ
る
人
一

一

各一
、
四
0
0
円
V
一
一

聞はゴマンといる。
彼女が自分を
ril
i
l
i－－
ii
し
一

ガ
ル
ボ
が
演
ず
る

よう
な

女夫考
え、

一


